２　主な魚介類

　〔羽合町の魚介類の生息調査〕

　この度の魚介類の生息調査は、聞き取り調査を主体とした。聞き取り調査は、漁業関係者と魚介類の研究をしている人を対象にした。調査地域を、天神川下流、東郷池と橋津川、羽合海岸に区分した。
（１）天神川下流の魚介類

コイ科が多い
　天神川下流に生息する魚介類は、表１３に示す、２７種類で（スッポンは除く）コイ科が１番多い。以前生息していたヤリタナゴ、ヒラメ、ゴクラクハゼ、カマキリ、アカザ、サワガニは捕獲されていない。漁獲の対象としては、アユ、コイ、ウグイ、ナマズ、ムギイナボ、コメイナボ、テナガエビ、サケなどがあげられる。

　「天神川流域の民EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(（５）),俗」)によると、「昔は、天神川の河口に、サケが上流にのぼるとき休むので、海の漁師が、ひき網に用いる網でサケを捕獲している。」と記述している。魚介類の中で、特に近年、天神川漁協の稚魚の放流成果であろうかサケがのぼってくるようになった。
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